
一般財団法人地球・人間環境フォーラム

ウェビナー
ブリティッシュ・コロンビア州の森林の現在と未来
～現地の森林管理・ペレット産業は持続可能か？

The Present and Future of British Columbia's Forests - Is Forest Management and 
the Pellet Industry Sustainable?

2022年12月20日(火)9:30-11:00

・《講演①》「ブリティッシュコロンビア州の原生林：価値と脅威」
“British Columbia's old-growth forests: values and threats.”

Rachel Holt氏（森林生態学者、Verdian Ecological Consulting/代表）
・《講演②》「ブリティッシュコロンビア州の木質ペレット産業」

“The Wood Pellet Industry in British Columbia.”
Ben Parfitt氏 (Canadian Center for Policy Alternatives/資源政策アナリスト)

・ 《質疑応答》
【主催】地球・人間環境フォーラム、Mighty Earth
【協力】ウータン・森と生活を考える会、バイオマス産業社会ネットワーク、プランテーション・ウォッチ、
国際青年環境NGO A SEED JAPAN、（予定）国際環境NGO FoE Japan

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
皆様こんにちは。本日は、ウェビナー「ブリティッシュコロンビア州の森林の現在と未来～現地の森林管理・ペレット産業は持続可能か？」にご参加いただき、誠にありがとうございます。
 
私は本日司会を務めます、地球・人間環境フォーラムの飯沼佐代子と申します。
よろしくお願いします。
 
本日のセミナーは同時通訳で行いますので、画面下の地球儀の通訳ボタンか日本語か英語を選択してお聞きください。
 
 
このセミナーの主催団体は、地球・人間環境フォーラム（Global Environmental Forum）、Mighty Earth、協力団体は国際青年環境NGO A SEED Japan、ウータン・森と生活を考える会（Hutan Group）とバイオマス産業社会ネットワーク、プランテーション・ウォッチです。 
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（経産省資源エネルギー庁HPより）
• エネルギー源として永続的に利用することができるもの。
• 再生可能エネルギーの特徴
再生可能エネルギーは、温室効果ガスを排出せず、国内で生産できる、エネルギー安全保障に寄与する
低炭素の国産エネルギー源。
• 再生可能エネルギー固定価格買取制度（FIT）
電力消費者負担の賦課金により、再エネを高く買い取ることで普及促進を行う制度。
(From the website of the Agency for Natural Resources and Energy, Ministry of Economy, Trade and Industry)
・A permanent source of energy.
・Characteristics of Renewable Energy
Renewable energy is a low-carbon domestic energy source that does not emit greenhouse gases, can be produced 
domestically, and contributes to energy security.
・Renewable Energy Feed-in Tariff (FIT)
A system to promote the spread of renewable energy by purchasing renewable energy at a higher price through a 
surcharge paid by electricity consumers.
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輸入木質バイオマスーは、温室効果ガスを排出しない？国産エネルギー？
Imported woody biomass does not emit greenhouse gases?domestically produced energy?

再生可能エネルギーとFIT
Renewable Energy and FIT

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本日のテーマである輸入木質バイオマス発電について、私たちは2019年から、何度もセミナーを開催し、提言活動を行ってきました。
輸入木質バイオマス発電を支えているのは、FIT（再生可能エネルギー固定価格買取制度）です。再生可能エネルギー促進のために、私たち消費者の電気代に賦課金が上乗せされ、それによって再生可能エネルギーが高く買い支えられる制度です。しかし輸入木質バイオマスエネルギーは気候変動抑制効果もなく、国産エネルギーでもないなど多くの課題があると考えています。
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3輸入木質ペレットの急増
Rapid increase in imported wood pellets

・木質ペレット輸入量：
43倍（2012-21）

・今後の輸入量：2～3倍以上
（700万～1千万t）の見込み（石
炭混焼向け含む）
カナダ：輸入先第２位
2021年106万t超（200万m3）
Imports of wood pellets: 43 times 
(2012-21)
Future imports: 2 to 3 times or more 
(7 to 10 million tons)
(including for co-firing with coal)

Canada: 2nd largest exporter to 
Japan
Over 1.06 million tons (2 million m3) 
in 2021

Pellets Canada  Vietnam   others

PKS Indonesia        Malaysia

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
2012年にFITが開始して以降、輸入木質ペレットは急増しています。カナダは2018年までは輸入量第1位、その後も第2位となっており、昨年のカナダからのペレット輸入量は100万トンを越えました。
今日は、ブリティッシュコロンビア州の生態学者であるRachel Holtさんと、資源政策アナリストのBen Parfittさんに、お話しいただきます。
大量の木質ペレットを輸出するブリティッシュコロンビア州の森林はどのような状況か、そのペレットを使って発電することは本当に持続可能で再生可能エネルギーとして適切と言えるのか、お聞きしたいと思います。
 
お二人のご講演の後、質疑の時間をとりますので、ご質問のある方は、zoomのQ&Aのところにご記入ください。
 
では、Rachelさんのご発表に移ります。
画面下の地球儀の通訳ボタンから日本語か英語を選択してお聞きください。
 
Rachekさん、準備はよろしいでしょうか？では、どうぞよろしくお願いします。



	ウェビナー�ブリティッシュ・コロンビア州の森林の現在と未来�～現地の森林管理・ペレット産業は持続可能か？�The Present and Future of British Columbia's Forests - Is Forest Management and the Pellet Industry Sustainable?�
	スライド番号 2
	スライド番号 3

